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回
学習交流会

福
祉
後
退
に
危
機
感

行
動
計
画
・
臨
調
答
申
を
学
習

　

企
忠
連
で
は
八
月
こ
十
八
日
、
東

京
こ
一
田
の
東
京
祁
障
害
者
福
祉
会

館
で
第
九
四
回
の
学
習
交
流
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

全
患
連
は
昭
和
五
十
年
正
式
結
成

前
の
準
備
会
段
階
か
ら
、
各
団
体
間

の
相
互
交
流
や
学
習
活
動
を
屯
視
し

て
学
習
交
流
会
を
毎
年
開
い
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
そ
の
九
同
目
に
あ
た

り
、
加
盟
団
体
の
う
ち
六
団
体
か
ら

６
団
体
仙
人
の
代
表
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
学
習
交
流
会
（
８
月
2
8
日
）

．
一
不
人
が
出
席
し
ま
し
た
．
こ
の
参

加
者
数
は
こ
れ
ま
で
の
最
高
で
す
．

　

今
回
の
学
習
交
流
会
で
は
、
岡
際

障
害
者
球
日
本
推
進
協
議
会
の
「
ト

年
の
行
動
計
画
・
中
間
提
言
」
と
、

第
二
次
臨
時
行
政
・
調
査
会
第
．
恣

申
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
者
の

報
告
を
き
き
、
討
論
し
ま
し
Ｉ

　
　

「
ト
仔
の
行
動
計
画
・
中
間
提
一
戸

に
つ
い
て
は
小
林
事
務
局
」
が
中
間

提
言
が
ま
と
め
ら
れ
る
ま
で
の
い
き

さ
つ
と
そ
の
厩
要
を
報
告
し
ま
し

≒
ま
た
第
二
臨
調
答
申
に
っ
い
て

は
、
古
川
事
務
局
次
長
が
Ｉ
ん
革
」

の
背
景
、
答
申
内
容
．
来
Ｉ
度
政
府

予
算
と
の
関
係
、
今
後
の
患
者
団
体

と
し
て
の
探
題
な
ど
を
報
告
し
ま
し

芯

　

討
論
で
は
、
行
動
計
画
・
中
間
提

言
に
つ
い
て
総
論
、
各
論
に
わ
だ
っ

て
の
い
く
つ
か
の
問
．
題
点
が
指
摘
さ

れ
た
ほ
か
、
各
団
体
の
立
場
か
ら
国

の
身
障
者
施
策
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
『
、
ま
た
、
臨
・
調
答
申
に

つ
い
て
は
、
医
療
・
福
祉
切
り
捨
て

の
内
容
に
厳
し
い
批
判
と
今
後
の
運

動
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
ノ

一
。
。
－
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－
－
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も
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記
事

」

鳥
齢
化
社
会
と
成
人
病
②

第
し
回
定
期
人
公
議
案

昭
和
5
7
年
度
．
厚
生
竹
．
ｒ
算
概
算
要
求

２３７
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寫
齢
化
社
会
と
Ｉ

　
　

１４
池
原
に

－
m
^
^
m

厚
生
省
公
衆
衡
生
局
結
核
成
人
病
課

　
　
　
　
　
　
　
　

技
官
土

　

居

嗅

成
人
病
と
は

　

は
じ
め
に

　

病
気
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。

　

死
因
の
第
一
位
だ
っ
た
結
核
は

昭
和
二
十
六
年
に
脳
卒
中
に
そ
の

座
を
奪
わ
れ
、
昭
和
二
十
八
年
に

は
第
二
位
に
悪
性
新
生
物
、
昭
和

三
十
三
年
に
は
心
疾
患
が
第
三
位

と
い
う
パ
タ
ー
ン
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
中
に
は
悪
性
新
生
物
が

第
一
位
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

医
学
の
進
歩
や
医
療
態
勢
の
充

実
だ
け
で
は
な
ぐ
、
栄
養
状
態
の

改
善
十
公
衆
衝
生
の
向
上
な
ど
、

社
会
の
生
活
水
串
が
高
ま
っ
て
き

た
こ
と
も
、
そ
の
背
景
に
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
社
会
の
発

展
の
中
で
、
公
害
病
な
ど
新
た
な

健
康
障
害
が
生
じ
、
一
見
裕
福
な

社
会
生
活
が
新
た
な
病
気
や
不
健

康
を
つ
く
り
だ
し
て
き
て
い
る
事

実
は
見
の
が
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
一

方
で
は
、
健
康
を
お
金
を
出
し
て

買
う
よ
う
な
、
例
え
ば
「
健
康
食

品
」
「
保
健
薬
」
、
「
・
・
・
ラ
ン
ナ

ー
」
な
ど
の
健
康
機
器
、
ま
た
「
・
・
・

ク
ラ
ブ
」
な
ど
例
を
挙
げ
る
の
に

暇
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ゆ
ゆ
し
き

風
潮
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
十
体
力
づ
く
り
と

い
っ
て
も
仕
事
に
お
わ
れ
、
や
っ

と
時
間
を
つ
く
っ
て
も
身
近
に
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
な
か
っ
た
り
、
あ

っ
て
も
安
月
給
で
は
手
が
出
な
か

っ
た
り
す
る
の
が
現
状
だ
と
思
い

ま
す
。

　

病
気
の
動
き

　

そ
こ
で
、
最
近
の
病
気
の
特
徴

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

（
死
亡
率
）

　

昭
和
五
十
五
年
の
死
亡
数
は
、

七
二
万
二
七
九
二
人
で
、
人
口
十

万
対
死
亡
率
は
六
二
二
・
〇
と
な

っ
て
い
ま
す
。
死
因
の
第
一
位
は

脳
卒
中
で
十
六
万
二
三
〇
〇
人

　

（
人
口
十
万
対
一
三
九
・
七
）
、

次
い
で
悪
性
新
生
物
十
六
万
一
六

八
一
（
同
一
三
九
・
一
）
、
心
疾

患
十
二
万
三
四
三
七
（
同
一
〇
六

・
二
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
病
気
も
年
齢
に
よ

っ
て
ず
い
ぶ
ん
様
相
が
違
い
ま

す
。
例
え
ば
二
十
代
で
は
自
殺
が

第
一
位
で
、
不
慮
の
事
故
及
び
有

害
作
用
、
悪
性
新
生
物
と
続
き
ま

す
が
、
五
十
代
で
は
悪
性
新
生
物
、

脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患
と
な
っ
て

い
ま
す
。
大
切
な
事
は
、
私
達
が

将
来
ど
の
よ
う
な
病
気
に
な
り
や

す
い
か
と
い
う
こ
と
を
見
通
し
、

そ
れ
に
対
し
て
計
画
的
に
日
頃
の

健
康
管
理
を
お
こ
な
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
や
私

み
た
い
に
痛
風
が
あ
る
も
の
は
、

こ
れ
自
体
病
気
で
す
が
、
さ
ら
に

余
病
を
ひ
き
お
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー
ル
な

ど
も
病
気
の
ひ
き
が
ね
に
な
り
ま

す
。
従
っ
て
、
病
気
だ
か
ら
健
康

と
は
関
保
な
い
ん
だ
、
健
康
づ
く

り
な
ど
不
必
要
だ
と
考
え
ず
に
。

　

ぞ
れ
な
り
に
”
健
康
管
理
を
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま

す
。
昔
、
病
気
と
と
も
に
生
き
る

と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
た
作

家
が
い
ま
し
た
が
、
私
の
も
っ
と

も
す
き
な
言
葉
で
す
。

　

（
罹
患
率
）

　

さ
て
、
死
亡
数
や
率
の
動
き
は

必
ず
し
も
病
気
の
状
況
を
反
映
し

ま
せ
ん
。
5
0
年
位
前
ま
で
は
、
結

核
は
一
般
的
に
死
と
結
び
つ
い
て

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
医
学

の
進
歩
な
ど
に
よ
っ
て
、
死
な
な

い
病
気
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
ぐ

ら
い
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
病
気
の
状
態
を
的
確
に
捉

え
る
目
安
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
調
査
は
印
身
体
ま
た
は

精
神
が
異
常
状
態
に
な
っ
た
た
め

な
ん
ら
か
の
池
原
処
置
を
し
た
場

‘
昌
治
療
処
置
は
し
な
い
が
床
に

つ
く
か
一
日
以
上
日
常
の
業
務
を

中
正
し
た
場
合
を
病
気
と
考
え
毎

年
1
0
月
に
調
査
す
る
も
の
で
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
六
十
五
歳
以
上
で

は
、
実
に
三
人
に
一
人
が
病
気
で

あ
り
、
働
き
ざ
か
り
の
四
十
五
～

六
十
四
歳
で
も
六
人
に
一
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。
多
い
病
気
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も
高
血
圧
な
ど
循
環

器
の
疾
患
で
す
。

　

成
人
病
と
は

　

病
気
の
対
策
は
、
こ
れ
ら
の
指

標
を
参
考
に
し
な
が
ら
対
処
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
罹
患
率
や
死

亡
率
が
多
い
病
気
は
も
ち
ろ
ん
、

例
え
ば
五
万
人
に
一
人
の
男
気
で

あ
っ
て
も
、
早
期
発
見
す
れ
ば
障

害
を
全
く
残
さ
ず
に
す
む
と
い
っ

た
よ
う
な
病
気
な
ら
ば
、
私
達
医

師
と
し
て
は
、
な
ん
と
か
し
よ
う

と
思
い
ま
す
が
・
・
・
。

　

成
人
あ
る
い
は
老
人
病
と
い
う

言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
年
齢

に
よ
っ
て
病
気
の
種
類
や
治
療
方

法
が
異
な
り
ま
す
。
同
じ
カ
ゼ
で

　

性･年齢階級別にみた有病率

400-

　

mmA年(1979)。｡

も
老
人
で
は
生
理
的
な
衰
え
の
た

め
に
、
そ
の
現
わ
れ
方
が
違
い
ま

す
。
従
っ
て
、
老
人
病
学
と
い
っ

た
専
門
分
野
が
内
科
か
ら
分
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方

は
、
他
に
も
小
児
科
学
、
新
生
児

医
学
、
周
産
期
医
学
、
胎
児
医
学
と

い
っ
た
具
合
に
、
医
学
の
進
歩
に

従
っ
て
専
門
分
化
し
て
い
ま
す
。

　

成
人
病
は
、
老
人
病
な
ど
と
異

な
っ
て
、
医
学
的
な
概
念
で
は
な

く
「
成
人
あ
る
い
は
老
人
に
多
く

み
ら
れ
る
疾
患
」
と
い
う
意
味
で

行
政
的
に
使
わ
れ
て
お
り
、
従
っ

て
時
代
時
代
の
疾
病
構
造
の
変
化

に
伴
っ
て
そ
の
内
容
が
変
っ
て
き

ま
す
。

　

現
在
の
病
気
の
特
徴
か
ら
み
れ

ぱ
、
脳
卒
中
、
ガ
ン
、
心
臓
病
と

い
う
三
大
疾
患
が
重
点
的
な
対
象

と
な
る
の
は
当
然
の
事
か
と
思
い

ま
す
。
（
以
下
次
号
に
つ
づ
く
）

口
左
記
ａ
外
の
疾
息

　

ｔ
Γ

□
損
傷
及
び
中
毒

図
筋
骨
格
禾
・
結
合
組
織
の
疾
患

○
消
化
系
の
疾
悪

口
呼
吸
系
の
疾
患

［
］
循
環
系
の
疾
息

國
神
経
系
・
感
覚
器
の
疾
患

300･

200･

７

119.3
口熱4

m.i

100-

6
５
歳
～

4
5
1
6
4
療

2
5
～
4
4
療

1
5
1
2
4
療

５
Ｉ
Ｍ
療

0
1
4
療

総男女

数

０

資料：厚生省「国民健康調査」



（第三種郵便物認可）第ワ○号かんじゃと医療(3) 1 9S1年ＩＯ月１日

　　　　　　　　　　　　

-‥-

全国患者団体連絡協議会

一
、
は
じ
め

　

去
る
七
月
十
日
の
第
二
次
臨
時
行

政
調
査
会
の
第
一
次
答
申
、
お
よ
ぴ

そ
れ
を
受
け
た
昭
和
五
十
七
年
度
政

府
予
算
概
算
要
求
は
、
軍
事
費
は
「
聖

域
」
扱
い
す
る
一
方
で
、
医
療
、
福

祉
、
年
金
、
教
育
な
ど
国
民
生
活
に

か
か
わ
る
I
p
D
n
要
施
策
は
給
付
切
り
下

げ
、
負
担
増
と
い
う
、
か
つ
て
な
い

国
民
犠
牲
の
政
策
と
な
っ
て
い
ま

す
。
開
会
中
の
臨
時
国
会
で
は
、
こ

う
し
た
悪
政
を
実
行
に
移
す
た
め
に

憲
法
を
無
視
し
、
国
民
の
生
存
権
を

J

－

守
る
た
め
の
国
の
責
任
を
放
棄
し
て

ま
で
法
律
の
一
本
化
を
強
行
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

全
患
連
第
七
回
定
期
大
会
は
、
こ

の
よ
う
な
私
た
ち
患
者
・
家
族
に
と

っ
て
か
つ
て
な
い
厳
し
い
情
勢
の
も

と
で
開
か
れ
ま
す
。

　

昨
年
の
第
六
回
定
期
大
会
で
私
た

ち
は
、
組
織
的
、
財
政
的
困
難
を
克

服
し
つ
つ
、
国
際
障
害
者
年
に
む
け

て
内
部
障
害
者
の
諸
要
求
を
実
現
す

る
な
ど
七
項
目
の
重
点
要
求
を
決
め

る
と
と
も
に
、
全
患
者
運
動
の
結
集
、

機
関
誌
「
か
ん
じ
ゃ
と
医
療
こ
の
定

期
発
刊
と
普
及
、
役
員
、
事
務
局
体

制
の
強
化
、
健
全
財
政
の
確
立
な
ど

の
諸
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
こ
の
一
年
間
の
全
患

連
の
諸
活
動
を
ふ
り
か
え
り
、
そ
こ

か
ら
教
訓
を
学
び
、
私
た
ち
患
者
、

家
族
を
と
り
ま
く
情
勢
を
確
認
し
、

新
年
度
の
方
針
を
決
め
る
と
と
も
に

新
た
な
役
員
体
制
を
確
立
す
る
な
ど

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

1）

二
、
8
1
年
度
の
主
な
活
動

　

国
際
障
害
者
年

に
む
け
て
の
活
動

　

私
た
ち
は
前
大
会
の
決
定
に
も
と

づ
い
て
、
大
会
後
、
直
ち
に
数
回
に

わ
た
る
討
議
を
経
て
、
『
国
際
障
害

者
年
に
対
す
る
全
思
連
統
一
要
求
』

を
決
め
ま
し
た
ど
の
統
一
要
求
は
、

基
本
要
求
、
制
度
改
善
、
生
活
保
障
、

就
職
保
障
、
生
活
環
境
、
疾
病
・
障

害
発
生
予
防
と
研
究
体
制
の
確
立
、

医
療
保
障
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
各

分
野
の
三
十
九
項
目
に
わ
た
る
も
の

で
し
た
。

　

こ
の
統
一
要
求
を
も
っ
て
全
患
連

で
は
、
厚
生
省
を
は
じ
め
労
働
省
、

運
愉
省
、
総
理
府
や
民
間
鉄
道
協
会

な
ど
に
対
し
て
数
次
に
わ
た
る
要
謂

行
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
要

請
に
対
し
て
各
省
庁
は
、
国
際
障
害

者
年
を
直
接
担
当
す
る
一
部
の
部
署

を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
関
心
を
も
っ

て
お
ら
ず
、
国
際
障
害
者
年
に
対
す

る
無
理
解
、
無
策
ぷ
り
を
露
呈
し
、

代
表
の
怒
り
を
か
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
要
請
に
先
立
っ

て
全
患
連
で
は
、
総
理
府
、
厚
生
省

に
対
し
て
国
際
障
害
者
年
特
別
委
員

会
に
内
部
障
害
者
、
難
病
患
者
の
代

表
も
参
加
さ
せ
よ
と
強
く
要
請
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
内
委
員
会

へ
の
「
障
害
者
自
身
の
団
体
ま
た
は

障
害
者
の
た
め
の
団
体
の
代
表
の
参

加
は
優
先
的
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
し
た
国
連
決
議
に
照

ら
し
て
も
当
然
の
こ
の
要
求
は
、
「
患

者
は
『
障
害
者
』
で
は
な
い
」
と
受

け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
患

連
の
強
い
要
求
に
意
見
聴
取
の
場
を

設
け
る
と
約
束
さ
せ
ま
し
た
が
、
こ

の
約
束
さ
え
度
重
な
る
申
し
入
れ
に

形
式
的
に
応
え
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

全
患
連
で
は
、
こ
れ
ら
の
独
自
活

動
と
と
も
に
「
国
際
障
害
者
年
日
本

淮
進
協
議
会
」
に
加
盟
し
。
昨
年
十

二
月
の
「
プ
レ
国
民
会
議
」
に
参
加

し
、
ま
た
「
十
年
の
行
動
計
画
」
策

定
の
討
議
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
東
京
都
障
害
者
福
祉
会

館
が
国
際
障
害
者
年
を
記
念
し
て
主

㈲
し
た
一
連
の
パ
ネ
ル
デ
″
ス
カ
ｙ

シ
ョ
ン
の
う
ち
、
「
内
部
障
害
者
の

あ
す
を
考
え
る
」
」
に
全
面
的
に
協

力
し
、
都
民
に
対
す
る
内
部
障
害
者

の
啓
発
行
動
に
も
役
立
ち
ま
し
た
。

　

政
府
予
算
編
成

に
む
け
て
の
活
動

　

昭
和
五
十
六
年
度
予
算
案
編
成
に

む
け
て
の
活
動
で
は
、
大
蔵
省
原
案

内
示
後
の
昨
年
末
、
例
年
の
よ
う
に

全
難
連
と
と
も
に
厚
生
省
で
統
一
集

会
を
開
き
、
復
活
折
衝
に
む
け
て
の

決
意
を
確
認
し
あ
い
、
厚
生
大
臣
、

同
事
務
次
官
、
公
衆
衛
生
局
艮
、
大

蔵
大
臣
、
同
主
計
局
主
査
ら
を
は
じ

め
、
関
係
各
局
課
に
対
し
て
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
統
一
行
動
に
は
、
全
患
連
、

全
難
連
加
盟
各
団
体
の
代
表
約
百
人

が
参
加
し
た
ほ
か
、
北
海
道
、
東
京
、

神
奈
川
各
地
域
難
病
連
の
代
表
も
初

め
て
参
加
し
、
さ
ら
に
大
阪
難
病
連

も
要
求
會
を
全
難
連
に
託
し
て
行
動

に
参
加
す
る
な
ど
、
医
療
、
福
祉
へ

の
全
面
的
な
攻
畢
が
か
け
ら
れ
る
中

で
統
一
行
動
の
輪
は
大
き
く
広
が
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
政
府
案
と
し
て
決
定
し

た
厚
生
省
予
算
は
、
対
前
年
度
比
が

わ
ず
か
七
・
五
９
増
と
き
わ
め
て
低

額
に
押
え
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
昭
和
五
十
七
年
度
予
算
編

成
に
む
け
て
の
活
動
は
、
国
際
障
害

者
年
の
要
求
と
あ
わ
せ
て
厚
生
省
な

ど
に
要
請
し
て
き
ま
し
た
が
、
八
月

末
に
発
表
さ
れ
た
厚
生
省
の
概
算
要

求
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
ー
シ
ー

リ
ン
グ
」
、
第
二
臨
調
第
一
次
答
申

を
受
け
て
、
対
前
年
度
比
わ
ず
か
二

・
四
％
増
と
要
求
段
階
で
実
質
的
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
大
蔵
省
内

示
に
む
け
て
の
全
国
的
な
た
た
か
い

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

倒

　

健
保
・
郵
便
・
公

　

費
改
悪
反
対
運
動

　

前
大
会
で
私
た
ち
は
、
健
保
法
、

郵
便
法
の
審
議
が
参
議
院
で
最
後
の
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山
場
を
迎
え
て
い
る
状
況
を
前
に
し

て
、
「
健
康
保
険
と
公
費
医
療
改
悪

な
ら
び
に
郵
便
料
値
上
げ
に
反
対
す

る
決
議
」
を
採
択
し
、
最
後
ま
で
こ

れ
ら
の
改
悪
に
反
対
す
る
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。

　

全
患
連
で
は
大
会
直
後
の
十
一
月

二
十
五
日
、
こ
の
大
会
決
議
を
も
っ

て
参
議
院
逓
信
委
員
会
、
社
会
労
働

委
員
会
の
委
員
に
対
し
て
要
請
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
臨

時
国
会
で
は
私
た
ち
の
強
い
反
対
に

も
か
か
わ
ら
ず
両
法
案
は
成
立
し
ま

し
た
。
両
法
の
成
立
で
、
健
保
に
つ

い
て
は
、
家
族
入
院
時
の
給
付
率
ア

ッ
プ
な
ど
一
部
改
善
は
行
わ
れ
た
も

の
の
、
初
診
料
、
本
人
入
院
時
一
部

負
担
、
保
険
料
な
ど
思
者
負
担
が
強

化
さ
れ
、
患
者
の
受
診
、
治
療
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
郵
便
法
に
つ
い
て
も
、
低
料

三
種
の
値
上
げ
幅
の
修
正
な
ど
は
あ

っ
た
も
の
の
、
郵
便
料
金
の
大
幅
引

き
上
げ
と
法
定
制
の
緩
和
が
博
打
さ

れ
、
患
者
や
思
者
団
体
の
経
済
的
負

担
の
強
化
と
通
信
の
自
由
に
制
約
が

加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
費
医
療
制
度
の
改
悪
に
反
対
す

る
運
動
で
は
、
結
核
公
費
医
療
制
度

の
改
悪
が
図
ら
れ
よ
う
と
す
る
中

で
、
大
会
で
の
日
本
患
者
同
盟
の
訴

え
も
あ
っ
て
、
十
一
月
二
十
八
日
の

日
患
同
盟
中
央
行
動
に
全
患
連
の
代

表
も
参
加
し
、
結
核
公
費
医
療
制
度

を
突
破
口
と
す
る
公
費
医
療
制
度
全

体
の
改
悪
の
意
図
を
許
さ
な
い
決
意

を
示
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
六
年
度

予
算
で
は
、
こ
れ
ら
の
運
動
も
あ
っ

て
公
費
医
療
制
度
の
改
悪
は
当
面
阻

止
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
運
動
の

手
を
ゆ
る
め
な
い
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

他
団
体
と
の
連

携
を
強
め
る
活
動

　

前
年
度
方
針
で
私
た
ち
は
、
「
医

療
関
係
諸
団
体
と
の
交
流
会
、
懇
談

会
を
も
ち
ま
し
ょ
う
」
「
国
際
障
害

者
年
を
機
会
に
…
…
全
国
的
な
患
者

運
動
の
結
東
を
展
望
し
つ
つ
・
・
・
全
患

連
と
全
難
連
代
表
に
よ
る
交
流
の
機

会
を
設
け
る
こ
と
や
要
求
が
一
致
す

る
問
題
に
つ
い
て
の
統
一
行
動
を
す

す
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
『
全
国
患
者

家
族
集
会
実
行
委
員
会
』
に
結
集
す

る
各
忠
者
団
体
と
の
交
流
を
す
す
め

ま
し
ょ
う
」
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
全
患
連

で
は
、
二
月
に
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
全
国
組
織
で
あ
る
日
本
医

療
社
会
事
業
協
会
と
初
の
懇
談
会
を

も
ち
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
で
は
両

団
体
の
役
員
ら
十
七
人
が
参
加
し
、

相
互
理
解
の
た
め
の
交
流
を
深
め
、

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
交
流
を
継
続
し
せ
ん
・

共
通
す
る
課
題
で
の
共
同
研
究
を
す

す
め
る
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
難
連
と
は
年
末
の
予
算

要
求
行
動
で
統
一
行
動
を
行
い
、
四

月
の
同
心
″
総
会
に
は
全
難
連
代
表
も

出
席
し
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
送
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
三
月
に
開
か
れ
た
地
域
難

病
連
全
国
交
流
会
に
は
、
全
難
連
代

表
と
と
も
に
全
患
連
代
表
も
参
加

し
、
医
原
、
福
祉
を
め
ぐ
る
情
勢
や

思
者
運
動
の
現
状
な
ど
を
交
流
し
あ

う
と
と
も
に
、
国
際
障
害
者
年
に
あ

た
っ
て
難
病
患
者
、
内
部
障
害
者
の

要
求
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
第
二

回
全
国
患
者
家
族
集
会
の
開
催
を
呼

び
か
け
る
こ
と
を
確
認
し
あ
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
障
害
年
金
改
正
を
す
す
め

る
会
に
も
引
き
続
き
加
盟
し
、
年
金

制
度
の
改
善
や
無
年
金
者
を
な
く
す

た
め
の
運
動
に
と
も
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
交
流
や
共
闘

は
す
す
め
ら
れ
た
も
の
の
、
各
団
体

の
幹
部
か
極
め
て
多
忙
で
日
程
の
調

整
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
各
団
体
内

で
の
組
織
的
障
害
も
あ
っ
た
こ
と
な

ど
で
、
残
念
な
が
ら
患
者
家
族
集
会

実
行
委
員
会
は
一
度
も
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
日
本
医
療
社
会
事
業

協
会
と
の
交
流
も
継
続
さ
れ
て
い
ま

(5j

　

誌
面
改
善
と
普

及
を
め
さ
す
活
動

　

機
関
誌
「
か
ん
じ
や
と
医
療
」
は
、

昨
年
九
月
号
、
十
月
号
が
体
制
上
の

困
難
か
ら
休
刊
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
と
い
う
、
同
誌
発
刊
以
来
の
危
機

に
直
面
し
ま
し
た
。

　

大
会
後
は
こ
の
轍
を
踏
む
ま
い

と
、
大
会
で
決
め
た
編
集
委
員
会
の

体
制
は
組
め
な
か
っ
た
も
の
の
、
事

務
局
会
議
で
毎
回
そ
の
内
容
を
討
議

し
、
任
務
分
担
を
決
め
、
各
団
体
の

協
力
も
得
て
、
内
容
の
改
書
と
定
期

発
刊
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
と
く

に
第
六
十
二
号
か
ら
は
日
本
福
祉
大

学
の
児
島
美
都
子
教
授
に
「
障
害
者

福
祉
・
日
本
と
外
国
」
を
五
回
に
わ

た
っ
て
執
筆
し
て
い
た
だ
き
、
国
際

障
害
者
年
に
あ
た
っ
て
タ
イ
ム
リ
ー

な
企
画
と
し
て
好
評
を
得
ま
し
た
。

ま
た
第
六
十
九
号
か
ら
は
、
厚
生
省

公
衆
衝
生
局
の
土
居
員
技
官
に
「
高

齢
化
社
会
と
成
人
病
」
を
執
筆
い
た

だ
い
て
お
り
、
こ
れ
は
十
回
以
上
の

・
長
期
連
載
に
な
る
予
定
で
す
。
両
先

生
と
も
、
全
患
連
の
財
政
事
悄
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
が
、
今
後
の
財
政
努
力

の
中
で
社
会
的
儀
礼
に
反
し
な
い
よ

う
な
努
力
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
読
者
の
拡
大
と
い
う
点
で

は
、
互
療
ふ
薩
人
部
が
四
十
一
部
の

大
量
購
読
者
を
得
た
と
い
う
成
果
が

注
目
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
患
連

が
人
工
肛
門
の
患
者
さ
ん
の
障
害
年

金
受
給
な
ど
で
果
た
し
て
き
た
役
割

を
宣
伝
し
、
そ
の
購
読
を
訴
え
た
の

に
応
え
た
も
の
で
、
各
加
盟
団
体
に

と
っ
て
も
大
き
な
教
訓
と
な
る
も
の

で
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
部
分
的

な
増
誌
は
あ
っ
た
も
の
の
、
二
号
に

わ
た
る
欠
号
も
彫
響
し
て
全
体
と
し

て
は
、
前
年
度
を
や
や
下
回
る
部
数

と
な
り
、
大
会
目
標
の
千
三
百
部
に

は
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
読
者
の
反

響
も
増
え
て
い
る
な
ど
紙
面
改
善
で

は
一
定
の
評
価
を
得
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
見
合
っ
て
読
者
数
は
大
幅
に

増
え
ず
、
「
か
ん
じ
ゃ
と
医
療
」
の

普
及
を
め
ざ
す
組
織
的
、
意
識
的
努

力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

㈲

　

学
習
を
強
め
交

　

流
を
深
め
る
活
動

　

患
者
、
家
族
を
と
り
ま
く
医
療
や

社
会
保
障
の
学
習
を
す
す
め
、
加
盟

各
団
体
相
互
の
交
流
を
深
め
る
活
動

は
全
患
連
結
成
以
来
の
重
要
な
活
動

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
も
こ
の
課
題
を
重
視
し
、

幹
事
会
で
の
情
勢
討
議
や
学
習
に
時

間
を
さ
い
た
の
を
は
じ
め
、
八
月
に

は
第
九
回
学
習
交
流
会
を
開
き
ま
し

た
。
こ
の
学
習
交
流
会
に
は
、
時
宜

を
得
た
テ
ー
マ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
六
団
体
、
三
十
人
が
参
加
す
る
と

い
う
、
こ
れ
ま
で
最
高
の
出
席
者
と

な
り
ま
し
た
。
学
習
交
流
会
で
は
、

国
際
障
害
者
年
日
本
推
進
協
議
会
の

　

『
十
年
の
行
動
計
画
』
中
間
提
言
と

第
二
臨
調
の
第
一
次
答
申
を
テ
ー
マ

と
し
、
そ
の
内
容
と
問
題
点
に
つ
い

て
学
習
し
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
交
流
と
い
う
点
で
は
、
機
関

誌
「
か
ん
じ
や
と
医
療
」
誌
上
で
、

加
盟
各
団
体
の
活
動
状
況
や
そ
れ
ぞ

れ
の
疾
病
の
状
況
を
知
る
た
め
に
闘

病
体
験
記
を
毎
９
掲
載
す
る
な
ど
し

て
、
相
互
理
解
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

組
織
と
財
政
の

強
化
め
ざ
す
活
動

　

こ
の
一
年
間
は
、
そ
れ
ま
で
の
半

専
従
体
制
を
打
ち
切
り
新
し
い
役
員

・
事
務
局
体
制
の
も
と
で
、
「
全
患

連
の
団
結
と
民
主
的
運
営
」
「
事
務

局
長
を
中
心
と
し
て
、
各
加
盟
団
体

の
協
力
」
を
得
た
組
織
体
制
を
め
ざ

し
て
活
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
方
針
の
も
と
で
、
と
く
に
事
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務
局
体
制
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
長
、

事
務
局
次
長
三
人
に
よ
る
事
務
局
会

議
を
ほ
ぽ
毎
月
開
き
、
ま
た
会
議
の

あ
い
聞
に
も
連
絡
を
密
に
し
任
務
分

担
も
明
確
に
し
て
運
営
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
従
来
の
半
専
従
体

制
当
時
と
比
べ
て
、
対
外
的
な
活
動

や
実
務
活
動
で
は
若
干
の
停
滞
は
あ

っ
た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
活
動

水
準
の
低
下
を
き
た
さ
ぬ
状
況
を
維

持
し
て
き
ま
し
た
。

　

幹
事
会
も
定
期
的
に
開
催
し
、
大

会
方
針
の
具
体
化
や
情
勢
に
み
あ
っ

た
方
針
の
討
議
が
行
わ
れ
、
患
者
、

家
族
の
要
求
に
も
と
づ
く
運
動
を
組

織
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
加
盟
団
体
を
増
や
す
と

い
う
方
針
は
、
こ
の
一
年
間
も
実
現

で
き
ず
、
全
患
連
卿
成
団
体
は
八
団

体
、
約
五
万
四
千
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

財
政
活
動
で
は
、
分
担
金
、
誌
代

が
各
団
体
の
協
力
で
ほ
ぼ
順
調
に
納

入
さ
れ
、
支
出
の
大
幅
な
節
減
も
あ

っ
て
前
年
度
末
よ
り
は
好
転
し
て
い

ま
す
。
前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た

借
入
金
約
四
十
万
円
は
解
消
し
、
機

関
誌
印
刷
費
未
払
い
分
も
二
か
月
分

程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
誌

代
の
う
ち
個
人
臍
者
分
に
つ
い
て
は

実
務
体
制
の
弱
さ
も
あ
っ
て
、
未
収

分
が
若
干
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

㈲
「
患
者
白
書
」
の

　
　

発
行
準
備
の
活
動

　

一
昨
年
に
企
画
し
実
態
調
査
も
終

っ
て
い
る
「
患
者
白
書
」
に
つ
い
て

は
、
そ
の
集
計
は
す
で
に
終
っ
て
い

る
も
の
の
、
調
査
項
目
の
検
討
が
不

十
分
で
あ
っ
た
こ
と
。
調
査
対
象
が

疾
病
別
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た

こ
と
、
不
正
確
な
回
答
も
多
か
っ
た

こ
と
な
ど
で
資
料
と
し
て
の
正
確
さ

に
難
点
が
多
く
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う

な
か
た
ち
で
ま
と
め
て
い
く
か
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
調
査
に

協
力
し
て
く
れ
た
二
十
ち
か
い
団
体

に
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
応
え
て
い

く
責
任
が
あ
り
、
本
年
度
中
に
は
少

な
く
と
も
調
査
結
果
だ
け
は
報
告
で

き
る
こ
と
、
で
き
れ
ば
「
患
者
白
書
」

と
し
て
発
行
で
き
る
よ
う
な
お
努
力

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

㈲

　

一
年
間
の
活
動

　
　

の
積
極
面
と
課
題

　

一
九
八
一
年
度
は
、
私
た
ち
を
と

り
ま
く
情
勢
か
ら
も
、
組
織
、
財
政

上
の
条
件
か
ら
も
巌
し
い
ス
タ
ー
ト

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
報
告
し
た
よ
う
に
一
定
の
活
動

水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
一
年
間
の
活
動
の
積
極
面
と

し
て
は
、
①
国
際
障
害
者
年
に
む
け

て
の
全
恵
連
の
統
一
要
求
を
決
め
、

ね
ば
り
強
く
関
係
方
面
に
働
き
か
け

て
き
た
こ
と
②
公
費
医
療
改
悪
の
動

き
に
対
し
て
、
関
係
団
体
と
協
力
し

て
阻
止
し
た
こ
と
⑤
厚
生
省
を
は
じ

め
関
係
各
省
庁
へ
の
働
き
か
け
を
ね

ば
り
強
く
す
す
め
た
こ
と
④
困
難
な

体
制
の
中
で
、
機
関
誌
の
定
期
発
刊

を
守
り
内
容
の
充
実
に
努
め
た
こ
と

⑤
他
団
体
と
の
協
力
、
連
携
の
活
動

を
重
視
し
た
こ
と
⑥
会
の
民
主
的
運

営
、
任
務
分
担
、
加
盟
各
団
体
間
の

相
互
協
力
な
ど
の
体
制
が
定
着
し
つ

つ
あ
り
団
結
が
強
ま
っ
た
こ
と
⑦
財

政
的
に
も
一
定
の
展
望
が
開
け
つ
つ

あ
る
こ
と
Ｉ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

　

一
方
、
全
患
連
に
課
せ
ら
れ
た
役

割
か
ら
み
て
不
十
分
な
点
、
依
然
と

し
て
困
難
な
面
と
し
て
は
、
半
専
従

体
制
の
中
止
や
全
患
連
の
力
量
不
足

も
あ
っ
て
、
①
対
外
的
な
日
常
活
動

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
②
多
く
の
患

者
団
体
の
要
求
で
あ
る
「
全
患
者
運

動
の
結
集
」
が
具
体
化
で
き
な
か
っ

た
こ
と
③
厳
し
い
情
勢
の
中
で
、
要

求
実
現
の
た
め
の
弓
め
”
の
活
動

が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
④
実
務
活

動
が
停
滞
が
ち
で
あ
る
こ
と
⑤
「
患

者
白
書
」
の
発
行
準
備
が
す
す
ま
な

か
っ
た
こ
と
⑥
機
関
誌
読
者
の
拡
大

が
大
幅
に
す
す
ま
な
か
っ
た
こ
と

－
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
と
反
省
の
上
に
た

つ
て
、
本
年
度
は
加
明
一
各
団
体
、
患

者
、
家
族
の
要
求
に
応
え
ら
れ
る
全

患
連
の
運
動
と
体
制
を
強
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
、
患
者
・
障
害
者
に
と
っ
て

　

深
刻
な
医
療
・
福
祉
の
状
況

　

長
い
間
、
冷
い
あ
つ
か
い
を
受
け

て
き
た
障
害
者
や
患
者
に
と
っ
て
、

国
連
決
議
に
も
と
づ
く
国
際
障
害
者

年
は
、
障
害
者
の
社
会
へ
の
「
全
面

参
加
と
平
等
」
を
う
な
が
す
も
の
と

し
て
大
き
な
期
待
を
与
え
ま
し
た
。

政
府
も
首
相
を
本
部
長
と
し
、
厚
生

大
臣
を
副
本
部
長
と
す
る
推
進
本
部

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
会
で
は
「
障
害
者
の

権
利
宜
言
」
の
決
議
に
意
欲
を
示
さ

な
い
ば
か
り
か
、
十
年
行
動
計
画
に

つ
い
て
も
そ
の
案
を
み
て
態
度
を
き

め
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
国

際
障
害
者
年
初
年
度
の
前
半
の
政
府

の
姿
勢
で
す
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の

も
と
で
、
民
間
団
体
を
中
心
に
全
患

連
も
参
加
し
て
い
る
国
際
障
害
者
年

日
本
推
進
協
議
会
に
は
、
百
以
上
の

障
害
者
団
体
が
参
加
し
て
、
。
全
面

参
加
と
平
等
”
の
実
現
を
め
さ
し
て

十
年
の
行
動
計
画
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
努
力
に
は
げ

ま
さ
れ
、
各
地
域
で
も
国
際
障
害
者

年
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
推
進
組
織

が
結
成
さ
れ
活
動
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

い
ま
大
蔵
省
は
、
八
月
末
に
各
省

庁
か
ら
提
出
さ
れ
た
五
十
七
年
度
予

算
概
算
要
求
に
つ
い
て
、
厳
し
い
査

定
作
業
が
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会

答
申
と
い
う
。
援
軍
”
を
え
て
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
首
相
は
、
国
際
障
害
者
年
に

は
「
政
治
生
命
を
か
け
る
」
と
は
い

わ
ず
、
第
二
臨
調
答
申
の
尊
電
を
閣

議
で
き
め
る
と
と
も
に
、
「
行
財
政

改
革
に
政
治
生
命
を
か
け
る
」
と
言

明
し
て
い
ま
す
。

　

九
月
二
十
四
日
か
ら
五
十
五
日
間

の
会
期
で
招
集
さ
れ
た
n
o
f
l
f
j
臨

時
国
会
に
は
、
第
二
臨
調
か
ら
答
申

さ
れ
た
医
療
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の

切
り
す
て
を
含
め
た
三
十
六
本
の
関

保
法
案
が
「
行
政
改
革
関
連
一
括
法

案
」
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
法
案
で
は
、
患
者
、
障
害
者
に
関

保
ぷ
か
い
厚
生
年
金
等
の
国
庫
負
担

金
の
削
減
や
児
童
手
当
の
所
得
制
限

強
化
、
公
費
負
担
の
削
減
な
ど
弱
い

者
い
じ
め
の
問
題
が
ふ
く
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
保
険
法
の
改
悪
と
な

る
高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度
額
の

三
万
九
千
円
を
五
万
一
千
円
に
引
き

上
げ
る
こ
と
や
、
さ
ら
に
結
核
、
難

病
、
唄
症
心
身
障
害
児
、
ハ
ン
セ
ン

氏
病
な
ど
の
患
者
の
医
療
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
国
立
病
院
、

療
養
所
七
十
ヵ
所
の
統
廃
合
、
給
食
、

洗
た
く
な
ど
の
民
間
下
請
も
第
二
臨

調
は
厚
生
省
に
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
「
行
革
国
会
」
で
は
、
老

人
保
健
法
案
も
審
議
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
は
、
予
防
や

健
診
を
前
面
に
か
か
げ
な
が
ら
も
、

老
人
の
生
き
が
い
と
生
命
に
か
か
わ

る
医
療
か
ら
老
人
を
し
め
出
す
た
め

に
、
初
診
時
の
五
百
円
や
入
院
時
一

旦
二
百
円
の
食
事
相
当
分
を
四
ヵ
月

負
担
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
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こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
第
二
臨
調

の
答
申
に
そ
っ
た
も
の
で
す
。
こ
う

し
た
冷
酷
な
弱
い
者
い
じ
め
の
第
二

臨
調
答
申
は
、
国
民
の
支
持
を
え
よ

う
と
し
て
「
行
財
政
の
再
建
」
の
名

の
も
と
に
、
自
助
・
自
立
を
強
調
し

な
が
ら
い
っ
ほ
う
で
「
真
」
に
必
要

な
者
に
対
し
て
は
医
療
、
福
祉
を
施

す
と
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
憲
法

で
保
障
さ
れ
、
戦
後
二
十
五
年
余
に

わ
た
る
た
た
か
い
に
よ
っ
て
築
い
て

き
た
国
民
の
権
利
を
否
定
す
る
も
の

と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
五
十
七
年
度
予
算
概

算
要
求
に
も
み
ら
れ
ま
す
。
厚
生
省

予
算
が
前
年
度
対
比
で
二
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
増
と
い
う
峨
後
最
低
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
防
衝
庁
予
算
は
財
政
赤

字
と
い
い
な
が
ら
も
七
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
増
と
な
っ
て
い
る
ば
か
り
か
、

後
年
度
払
い
の
予
算
（
價
務
負
担
行

為
）
分
ま
で
み
と
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
明
ら
か
に
憲
法
に
違
反
す
る

軍
事
大
国
の
道
を
つ
き
す
す
も
う
と

す
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
ま

す
。

　

患
者
・
障
害
者
の
医
療
、
生
活
、

扁
用
の
状
況
は
き
わ
め
て
深
刻
で
あ

り
、
そ
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
き
に
、
福
祉
、
医
家
を
犠
牲
に
し
、

軍
事
費
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
は
と

て
も
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

結
核
患
者
の
多
く
は
病
気
が
泊
っ

て
も
働
く
職
場
も
温
か
く
迎
え
て
く

れ
る
家
庭
も
な
く
、
ま
た
老
人
ホ
ー

ム
も
迎
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
医
療
は

重
症
者
ほ
ど
不
安
な
状
態
に
お
か

れ
、
公
費
原
則
を
保
険
優
先
に
さ
れ

る
不
安
に
お
び
や
か
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

腎
臓
病
の
患
者
は
、
週
二
回
か
ら

三
回
の
透
析
治
療
を
受
け
な
が
ら
も

働
く
人
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
学
生

時
代
に
腎
不
全
に
な
っ
た
鰐
合
に
は

就
職
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
、
障
害
年
金

の
対
象
か
ら
も
除
外
さ
れ
て
将
来
の

生
活
に
不
安
を
い
だ
い
て
い
ま
す
。

　

人
工
肛
門
を
装
着
す
る
思
者
の
中

で
も
と
く
に
主
婦
は
、
た
え
ず
合
併

症
や
家
事
な
ど
の
不
安
に
悩
ま
さ

れ
、
年
金
受
給
も
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

心
臓
病
の
子
供
を
か
か
え
た
お
母

さ
ん
た
ち
は
、
就
学
、
就
職
、
結
婚

問
題
な
ど
を
か
か
え
、
そ
れ
を
解
決

す
る
た
め
に
お
互
い
に
は
げ
ま
し
あ

っ
て
い
ま
す
。

　

職
業
病
に
よ
っ
て
健
康
を
お
か
さ

れ
た
全
交
災
や
全
有
協
、
一
酸
化
炭

素
中
毒
患
者
会
の
人
た
ち
は
、
企
業

に
そ
の
責
任
を
補
償
さ
せ
る
た
め
に

困
難
な
条
件
の
中
で
た
た
か
っ
て
い

ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
氏
阿
の
思
者
さ
ん
は
、

高
齢
化
に
と
も
な
う
合
併
症
の
併
発

に
た
い
し
て
、
医
師
、
看
護
婦
不
足

と
少
な
い
医
療
費
の
た
め
十
分
な
治

療
も
う
け
ら
れ
ず
に
い
ま
す
。
ま
た

多
く
の
団
体
の
支
持
で
園
田
厚
生
大

臣
（
当
時
）
に
約
束
さ
せ
た
長
鳥
架

橋
の
悲
願
も
、
未
だ
に
実
現
の
見
通

し
が
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
は
ど
う

し
て
も
、
い
ま
開
か
れ
て
い
る
臨
時

国
会
で
の
「
行
革
関
連
一
括
法
案
」

を
阻
止
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
法
案

が
国
会
の
審
議
権
と
民
主
主
接
の
否

定
と
い
う
暴
挙
の
も
と
に
す
す
め
ら

れ
て
い
る
本
質
を
よ
く
み
き
わ
め
る

と
と
も
に
、
す
べ
て
の
団
体
と
と
も

に
奮
起
す
る
こ
と
が
緊
急
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
全
患
連
が
結
成
以
来
果

た
し
て
き
た
役
割
と
運
動
の
成
果
に

確
信
を
も
ち
、
他
の
思
者
団
体
と
の

共
通
す
る
要
求
を
基
礎
に
、
相
互
信

頼
を
育
て
、
患
者
の
医
療
、
福
祉
、

生
活
、
雇
用
、
労
災
補
債
な
ど
の
拡

充
の
た
め
に
共
同
行
動
の
重
責
を
果

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
医
療
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
医

療
労
働
者
、
医
療
・
福
祉
団
体
と
の

交
流
や
共
同
学
習
会
を
ひ
ら
く
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
全
患
連
の
い
っ

そ
う
の
強
化
と
加
盟
団
体
の
独
自
活

動
の
活
発
化
と
と
も
に
、
各
団
体
を

大
き
く
し
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(1)

四
、
統
一
要
求
と
本
年
度

　

の
運
動
の
す
す
め
方

要
求
に
つ
い
て

①
こ
れ
ま
で
の
大
会
で
確
認
し
て
き

　

た
統
一
要
求
を
再
確
認
し
、
そ
の

　

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

②
第
六
回
大
会
の
決
定
に
も
と
づ

　

き
、
幹
事
会
で
討
議
、
決
定
し
た

　

「
国
際
障
害
者
年
に
対
す
る
統
一

　

要
求
」
を
確
認
し
、
そ
の
実
現
の

　

た
め
に
奮
闘
し
ま
す
。

匂

　

運
動
の
す
す
め

　

方
に
つ
い
て

①
国
会
、
各
党
へ
の
請
願
、
要
謂
を

　

必
要
に
応
じ
て
す
す
め
ま
す
。

②
厚
生
省
、
労
働
省
、
大
蔵
省
、
行

　

政
管
理
庁
な
ど
関
係
各
省
庁
へ
の

　

陳
情
、
要
請
を
す
す
め
ま
す
。

⑤
各
種
関
係
審
議
会
へ
の
働
き
か
け

　

を
す
す
め
ま
す
。

④
医
療
、
福
祉
な
ど
国
民
生
活
を
犠

　

牲
に
す
る
臨
調
略
線
に
反
対
す
る

　

行
動
を
強
め
ま
す
。

⑤
「
国
際
障
害
者
年
日
本
推
進
協
議

　

会
」
「
障
害
年
金
改
正
を
す
す
め

　

る
会
」
「
全
国
患
者
家
族
集
会
実

　

行
委
員
会
」
に
引
き
続
き
加
盟
し
、

　

患
者
・
障
害
者
運
動
と
の
連
挑
と

　

結
集
を
強
め
ま
す
。

⑥
医
療
関
保
諸
団
体
と
の
連
携
を
強

　

め
ま
す
。

⑦
国
際
障
害
者
年
を
一
年
だ
け
で
終

　

ら
せ
ず
、
政
府
に
「
十
年
行
動
計

　

画
」
を
策
定
さ
せ
、
そ
の
実
現
を

　

め
ざ
す
活
動
を
す
す
め
ま
す
。

㈲

　

組
織
・
宣
伝
・
財

　

政
活
動
に
つ
い
て

①
加
盟
各
会
独
自
の
運
動
と
組
織
の

　

発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

②
加
盟
団
体
を
増
や
す
た
め
引
き
続

　

き
努
力
し
ま
す
。

⑤
学
習
、
交
流
活
動
を
い
っ
そ
う
盛

　

ん
に
し
ま
す
。

④
会
の
民
主
的
運
営
と
結
束
を
強
め

　

ま
す
。

⑤
「
か
ん
じ
や
と
医
療
」
編
集
委
員

　

会
の
体
制
を
確
立
し
、
そ
の
定
期

　

発
刊
と
内
容
の
い
っ
そ
う
の
充
実

　

に
努
め
ま
す
。

⑥
「
か
ん
じ
や
と
医
瞭
」
の
い
っ
そ

　

う
の
普
及
に
努
め
ま
す
。
加
盟
各

　

団
体
内
で
の
普
及
と
と
も
に
、
外

　

部
の
関
係
者
の
購
読
を
ひ
ろ
く
呼

　

び
か
け
ま
す
。

⑦
幹
事
の
数
を
増
や
し
役
員
体
制
を

　

強
化
し
て
、
任
務
分
担
を
明
確
に

　

し
ま
す
。

⑧
幹
事
会
、
事
務
局
会
議
は
隔
月
開

　

催
を
原
則
に
し
、
交
流
と
討
議
の

　

場
を
ひ
ろ
げ
ま
す
。

⑦
事
務
局
体
制
を
い
っ
そ
う
強
め
、

　

実
務
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

⑩
分
担
金
、
誌
代
の
完
納
な
ど
加
盟

　

各
会
の
協
力
で
、
財
政
の
健
全
化

　

に
努
め
ま
す
。

　

―

開
削
回

　

一
九
八
一
年
度
決
算
報
告
、
同

監
査
報
告
、
一
九
八
二
年
度
予
算

案
、
大
会
宜
言
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
な

ど
は
、
大
会
当
日
配
布
し
ま
す
。
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臨調答申､ゼロ・シーリングを具体化

昭和57年度厚生省予算概算要求

対
前
年
度
比
２
　
４
％
増

　

厚
生
省
は
八
月
二
十
五
日
、
昭
和

五
十
七
年
度
予
算
の
概
算
要
求
を
ま

と
め
大
蔵
省
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
求
額
は
八
兆
九
千
七
百
億
円
余

り
で
、
対
前
年
度
伸
び
率
は
二
・
四

％
増
と
戦
後
最
低
で
す
。
こ
れ
は
、

「
要
求
額
は
前
年
度
と
同
額
（
い
わ

ゆ
る
『
ゼ
ロ
ー
シ
ー
リ
ン
グ
』
）
と

昭和57年度厚生省概算要求(主要事項のみ)

す
る
」
と
し
た
閣
議
決
定
と
第
二
臨

調
第
一
次
答
申
を
受
け
て
、
別
枠
扱

い
と
さ
れ
た
年
金
の
平
年
度
化
に
伴

う
経
費
約
二
千
百
億
円
加
算
を
除
く

と
、
前
年
度
と
同
額
の
実
質
的
な
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
要
求
額
で
す
。

　

こ
の
要
求
で
は
、
老
人
医
療
の
患

者
一
部
負
担
導
入
を
め
ざ
す
「
老
人

保
健
制
度
」
の
創
設
、
児
童
手
当
の

所
得
制
限
強
化
、
年
金
物
価
ス
ラ
イ

ド
実
施
時
期
の
約
半
年
繰
り
下
げ
、

高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度
額
の
三

万
九
千
円
か
ら
五
万
一
千
円
の
引
き

上
げ
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
都
道
府

県
負
担
導
入
、
児
童
扶
養
手
当
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
へ
の
地
方
負
担
導

入
な
ど
臨
調
答
申
が
具
体
的
に
盛
り

込
ま
れ
、
医
療
、
福
祉
切
り
捨
て
を

受
け
入
れ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
。

　

「
行
革
」
国
会
、
大
蔵
省
査
定
に
む

け
て
の
運
動
が
重
要
で
す
。

項　目
昭和56年度

芦算熊

昭和57年一度

嬰求額

差　　引

増減額
備　　　　考

一般会計総額

老人保健制度の創設

○医療

○保健事業

福祉対策の推進

○在宅身体障害者対策

○在宅心身障害児

　（者）対策

○児吸rリ11制度

○生活保,噸制度

年一念制度の改袴

医療保険制度

○政府管掌健康保険

○国民健康保険助成費

保健医療対策の推進

〇健康づくり対策

〇救急医療対策

○難病対策

○循環Z1疾患対策

○がん対策

○賢酒貸付策

○脳や中リハビリ対策

○精神衛生対策

○感染症対策

〇保健衛生・医療施

　設等の９備

○看護婦等の賛成確

　保対策と処遇改片

　　ri万円

8.764.247

( 3:i4.8%)

　　　　0

{ :528,0S4)

　　　　0

　　(6.832)

　　　　0

　　57､735

　　94､215

　　77､025

　991,886

2.364.163

　527,862

2､307,524

　　19,399

　　15,301

　　48,0　79

　　11,926

　　16.779

　　5.915

　　6,571)

　　　519

　　　65

　　13.301

　　47.706

　　ri万円

8.974,711

( 461,698)

　250.202

[ 448,988)

　241.650

　(12.71( ）

　　8.552

　　64,262

　　99､3淵

　　71,201)

l,0:il.277

2､443,944

　577.275

2.083,208

　　26,597

　　15.633

　　59,204

　　13,145

　　18,616

　　8.282

　　7,686

　　　577

　　　110

　　13.843

　　18.551

　　rf万円

　210､464

( 126.802)

　250.202

( 120,924)

　241.650

　　[5,878)

　　8.552

　　6,527

　　5.119

△5.825

　42,391

　79.781

　49,413

△224,316

　　7,198

　　　332

　11、125

　　1.219

　　i.8:i7

　　2.367

　　1.116

　　　58

　　　45

　　　542

　　　845

増加率102.4%

57年1(川実施

(負担割合)国瓦(都道府県、市町村

　　　　　　　各徊保険者ふ)

(一部負担金)

　外来1[!500円

　入院1 Fi:iO(円(４ケ月を限度)

保健事業(健康予帳作成､健康教育、

健康相談，健康診政ほか)

(注)56年度予算カッコ内数値は現行

　　施策によるもの、要求額のカッ

　　コ内数値は57年度前やの現行

　　施策と後ｔの新制度の合算額

更生医療給付費、社会参加|促進対策

費､盲人､ろうあ者等福祉事業費、在

宅身障者福祉事業費､福祉手当(月額

10､O00円―10,650円58年1月実施)等

持別児瓶扶養Ｆｌｙ地方負担の導入、

国昆、都道府県・指定都市1t・1当

部引きllげ・所碍制限)

手当額据置・所得制限(450万円→

391万円・６人暁帯)

物価スライド･厚;F-.≪ut保険5､5％

(r.7(r-iiM実施)国ff-5.r,%(-)8n--111

実施)

福祉年余額引きllぼ(58吊１月実施)

厚生年金等の国庫負担の一部繰延べ

高顛療養費自己負担限度≪fiH:i9.0l)0

円―"il.OOO円(57tf^-4Mから)

高額療賛費(政管健保Eこ同じ)

療養給付費補助金(筋道府県負担の

導入5％)
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全国患者団体連絡協議会加盟組織

〈互療会〉

〒105港区西新橋3-15-10原色版印刷内

　　　

雲0 3 (.13.'･3.1口丿

〈全国交通労働災害対策協議会〉

〒171豊鳥区西池袋１－４－５

　　　

no 3(982)7 3 6 1

〈全国腎臓病息者連絡協議会〉

T161新宿区下落合3－15－29田沼ビル(第二)

　　　

O 0 3(952)5 3 4 0

〈全国心臓病の子供を守る会〉

〒101千代田区神田北乗物町17北乗ビル

　　　

no 3(256)8 4 2 4

〈全国ハンセン氏病悪者協議会〉

〒189東村山市青葉町4-1-10

　　　

萱0423(94)15 7 1

〈全国職業性有害物障害患者協議会〉

〒105港区西新橋2-21-5

　　　

O 0 3(433)2 0 8 2

〈日本患者同盟〉

〒18卜04清瀬市松山2－13－12

　　　

00424(91)0 0 5 8

〈慢性一酸化炭素中毒患者会〉

〒151渋谷区千駄ヶ谷1-31- 5代々木病院内

　　　

魯■0493(24)12 9 3筏藤宛

^ 98 1年１０月1 B (8)

臨調答申は国民大収奪路線

ニセ｢行革｣に反対
‐
－
‐
‐
‐
』

・
‐
ｉ
－
－ 臨調路線反対各界連絡会議が発足

　

岡
公
労
連
、
医
労
協
、
令
生
連
な

ど
六
団
体
が
呼
び
か
け
た
「
。
臨
調
路

線
反
対
・
国
民
の
生
活
と
権
利
を
守

る
各
界
連
絡
会
議
」
結
成
総
会
が
、

九
月
十
一
日
夜
、
東
京
の
文
京
区
民

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
連
絡
会
議
は
、
臨
調
第
一
次
答

申
が
「
国
民
大
収
奪
、
大
企
業
携
謹
、

軍
拡
推
進
」
の
路
線
を
め
ざ
す
も
の

で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
路
線
に
反
対

し
、
国
民
の
生
洒
と
権
利
を
守
っ
て

い
こ
う
と
八
月
以
来
準
備
を
す
す
め

て
き
た
も
の
で
す
。

　

総
会
で
は
、
経
過
、
臨
調
路
線
の

わ
ら
い
、
今
阪
の
運
動
な
ど
を
き
む

幕
調
報
告
が
行
わ
れ
、
各
分
野
の
代

衣
か
ら
答
申
へ
の
厳
し
い
批
判
が
出

さ
れ
ま
し
か
総
会
に
は
全
患
連
の

代
衣
も
出
席
し
ま
し
た
。
（
写
真
）

ｊ

長期慢性患者・難病患者の闘病にも希望が

　　　　　　　

医学界の権威者がつづる療養小史

ｕ)３０

定価1,600円

　　

送料260円

　
　

お
申
し
こ
み
は

東
京
郁
哨
瀬
市
松
山
こ
Ｉ
十
一
‐
．
－
ト
ニ

Ｈ
木
心
者
同
盟
総
務
部
（
郵
艇
番
１
．
り
．
八
〇
Ｉ
Ｏ
四
）
へ

送
料
を
そ
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
切
Ｆ
で
も
よ
い
）

病気と人間

主な内容認監。中『

　　　　

駿謔‰。

砂原茂一・島村喜久治著

島村喜久治

花ひらく未来を

安静時間をなくしたら

Ｂ６版上製29頂

　

日本患者同盟編
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